


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































j１２８卜’ 午illlO時頃公亘_矛揚1､｣~き;lifllrl]足; Ｉﾖ･ の埋X1i、公L｣｣-場''二１割、｜刑1糸-ﾛｰﾍIiHl系■。
月２９１１ 公L1LU計の卿l稗;関係書燕j読みなど
4ﾉｲ２１=’ .班 ･き )月疋 伝命。Ⅱ謬りは内膝誠左ｲ駒1北_' 次｡ただ(へｊｌ茨使ｲrlリ.媚隙
4」131二Ｉ 曝から出かけ-.1二1.帰窺後従弟宅の祭に
1Ｊ]４m ;|$は隣家斉藤判人夫と謡。夕 ｵして入 泰金il(lこ向かい江77を出
J151二１ 鶴JRⅡの家 オ砦寄の病．と麓ろ卸二21K｢上貝より!F-iF役：大雪響來159二。
ﾉｰl Ｒ 公二罫｣鍔にiIIlijl，夜P｢１１までＩ上事：
１ ７口 岨lIの実 ｆ~｣藩 ｣祭一 係一汗づ漢lik栞訪〃
4ｊ１ Ｈ 8Ⅱ寺頃iiiu費御触留をしてﾕ011寺頃1.1動向午後は親友の大,島のところへ行く
1ﾉ] [］ 、大島の妾（嫁』H1]の妻の虹:味）が来て、その'師うて,lI1jへ7丁〈『リブfl士l錘量冒司:了:i藤の:祭に :)jiL
lＨｌＯ１１ 10時頃植松が来て話、碁3番P｣. から毛利宅で碁会があった:；









4｣二]l ｒ１ 起床。家族皆宮腰へｲﾃく。…人で紹守番。掃除や内｣|舷 ＪＷ－あ['すろ＿
１６;］ ￣ 由・ 祥零ギ一 ＿布仕ﾗi<ｌｆ 鋳､でi濡兆
[}］1７１１ 午fiiil大lHili-411寺渦誉からヱミの服（味Ⅱ閏１種::;]~）と~IⅡ田丁の輩２反」甑へイニく 辮為､Ｐ・宕二索ミー塔;琴沢に入る
１ ｌ ｐ 過ぎに起きて{:ｌ勤【，夕方から浅野；」うぐI'、（′:|魚）の！'､るiWrlのところ｡ い;膿る郷い 瀧 ．
4）１ ９Ⅱ 前Ｒ同様、‐家で桑摘みに↑｣:<『
lH20n Ｚ 桑掛け等。：司 (＞磯野へ行き 夜|町Ｉへ鐸
4J１ [． あみの１人]職。隣家の斧藤判太夫などと謡。斉藤家 ｲ:の困窮を救うた垣 う事:を




'|ﾉ]２ １］ 時jihぎ 起きilFl勘。′Ｆ後0時頃呰lfil｢る
頃lで､役ロ終 鋤lIjhから数人来る





4｣１３０Ｈ '0 床。凧後午睡(，にi坂諄蔵の蛮こ 斯 四攻灰と助）’ﾄﾏi1．二』誌,>i島にｆ,:<＿
bj1卜１ 内臓、ｒ[l止録執筆、jiIR圏など。夕:ﾉ｣.かiFハ小ﾉ:| 行き{Lll間と !：
１２Lｌ 頃起き{'1動 ３時頃iJH ｜騨 斉藤樺笙術？;：（斉)朧判太夫嫡子）γIニノ’がF〕帰！１．芥藤家に行く
ｂ｣上１３上Ｉ 午1訂hiIT]Ｉ士．主豈のiuLrqlハタプテから小ﾉＨのところで識
月'1日 |大I職～ｊ画物j1n 増そえ、酉;蒲風呈ir.入る。ＦＭｊｆの｣:TXjlil矧彦玉11A】





１１８ 聖！△L;入払1帳訓峯ｌＨマーネニ式:蕪 .。 、l闇上言語一
碁が 光寺参詣。隣家要:::１１で将71其2 牌勝つ。晩liF：
上時渦ぎ ．
９， 夕方多：I（途 ⑪ ⑤
































































































































































































































































































































































































■ 日 記事 ●ｊ夕 上 三会 ？合 長 ▲一●
12 7時半頃起床。すす払い。昼後頼母子の紙面書く。斉藤奥様、ご新造様風呂に来る。夜、有岡来る。
12月５日 10時過ぎに起床。端丈吉に薬礼を持って行かせる。夜、出勤日変更の回状届く。
12 １０時前に起床。三吉に頓母子触れ持って行かせる。謡クリ 。
lo時過ぎに起き、御触れ留め、昼頃から七黒村五郎右衛門来る。
道仙来る。
12 午前、森鴫来る。終日検使留や入払帳調べ等。晩に起止録書く。
12 昼前に起きる。障子修繕等。３時頃坂宇、永井が来て話。夜、越久で頓母子会。
12 ｢できもの」で難儀、午後2時頃起きる。森嶋へ頼みあり、夜、蕎麦振舞われる。
12 昼前に起床。有岡、二宮が来て「聞き合わせ」方等相談。晩、山十で熊とナマズを振る舞われる。
12 6時過ぎに起き餅つき、隣家斉藤家から主人ほか息子3人手伝い。中惣の家来喜作も来て少し手伝う。５時頃終わる。７時頃、皆去る。
12 8時前に起床、遅刻を届け髪結い等。１０時頃出勤、案件18件、夜12時過ぎまで後進の指導。
12月 早朝6時帰宅、寝る。午後3時頃起床。山本伝太郎本宅に引越祝いに行く。夜８時過ぎ帰る。井佐が来ている。
12月 日 9時過ぎ起き、遅刻届け、用事済ませ出勤。西坂成一郎の相続祝いに行く。7時頃帰り、妻の里に寄る。
12月 出勤日だが、下痢気味で役所休む。昼頃起きる。起止録書く。小川など数軒訪ねる．１０時過ぎに帰る。
12月 ８時過ぎ起き、髪結い、出勤。1時頃に終わり、稼亭に寄る。永井に寄り不在、後から永井自宅へ来る。
12月 出勤日。棒稽古をする。２時頃済む。４時前中惣が誘いに来て一緒に長井(義）の稽古見舞いに行く。
12 6時過ぎに起き、出勤。ロ今味もの8組。夜8時過ぎ帰宅。－杯飲み寝る。
12 9時頃に起き、八十島に薬代持って行かせる。役所遅刻届け、昼頃より出勤．山＋へ行き、連れて帰る。山十酔って泊まる。
9時頃起き、頓母子銀子調べ入札記帳等。昼後、有岡が来て岡検使書き付け
－通書いてやる。夕5時頃永井が来る。
月 午前髪結い、終日頓母子入銀調べ等。夕5時頃外出、植松で碁3番。12時前に帰る。
12月 午前、有岡、小)I|、中惣など来る。夜明け前公事場に賊が入ったとの'情報を聴く。２時頃より学校へ行き、山崎の稽古を見る。170人ほど出席。
12月 午前、中惣、瀧沢へ行く。同僚と小川方鉄砲稽古所へゆき稽古、夜、植松等来る。
午前、森鴫少し来る。井佐、青木も来る。妻、本光寺へ参詣、５時頃帰る。
１０時過ぎ寝る。
12 6時に起き出勤。斬罪者5人、「ためし切り」もあった。4時過ぎに済み帰る。
12 8時過ぎ起床、来客多数。夜頼母子銀調べ等。
12 自宅で風呂立て入浴、障子修理等。近江町でするめ買わせる。同僚、磯野の御射手任命祝い、同僚、早川義三郎の加増を祝う。１２時過ぎ帰り寝る。
12月２９日
終日支払い算段。七黒村の五郎助来て昼後帰る。大工来て話。畳屋悴が来
て話。５時過ぎ中惣へ行き蕎麦振舞われる。その後夜明けまで数軒訪ねて夜
明かし、
